
  

 

 

 

 

 

    

後期野菜作り講習会 
７月２２日に後期の野菜作り講習会

を開講しました。後期の講習会では 

ニンジン・キャベツ・大根の講習を  

行います。 

第１回目はニンジン、キャベツの栽培

方法や栽培のポイント、作物の特性な

どについての講習を行いました。 
 

作業では、くわの使い方やうねの作り

方、播種の方法を講師の指導のもと行い

ました。前期の講習会に参加されている

方は、くわの使い方も上達され、とても

スピーディーに作業を進めていました。 

受講された方は、自分が育てた野菜を

秋に収穫できることを楽しみにしてい

ました。 
 

 キャベツは参加者全員でポット播種

を行ない、播種から 3 日で発芽が確認さ

れました。現在も生育は順調です。 

 次回講習会ではキャベツの定植、大根

の播種を行います。 

 

  

 

講習講習講習講習をををを受受受受けるけるけるける受講者受講者受講者受講者    

ニンジンニンジンニンジンニンジン播種播種播種播種のうねのうねのうねのうね立立立立てててて    

キャベツのキャベツのキャベツのキャベツのポットポットポットポット播種播種播種播種    



前期野菜作り講習会 
 前期野菜作り講習会で作付した野菜

の生育は順調です。ジャガイモの収穫

はほぼ終了し、参加者の皆様は大変喜

んで収穫されていました。 

スイートコーンと枝豆も間もなく 

収穫できそうです。 

 

 

    

 

ア グ リ い な （猪苗代町地域農業活性化センター） 

猪苗代町坂下４５２７番地       Ｔ ＥＬ ０２４２-８５-７８１６ 

（旧福島県農業試験場冷害試験地） ＦＡＸ ０２４２-８５-７８３６ 

開所日 平日 ８：３０～１７：００   M a i l agriina@oregano.ocn.ne.jp 

収穫収穫収穫収穫をををを喜喜喜喜ぶぶぶぶ受講者受講者受講者受講者    

登熟期前期（出穂初めから２０日間程度）に夜間２４～２５℃以上

の日が５日間以上続く場合は、高温障害による白未熟粒（乳白粒等）

が発生する恐れがあります。玄米品質の低下を防止するため、湛水管

理をしましょう。 

また、早期落水は乳白粒等の発生による玄米品質の低下の要因とな

るため、落水は出穂後３０日を目安としてください。 

玄米品質玄米品質玄米品質玄米品質のののの低下低下低下低下をををを防止防止防止防止しましょうしましょうしましょうしましょう 

平成２４年産米からは、放射性セシウム濃度の新たな基準値が設定さ

れ、１００ベクレル／ｋｇを超える米の流通・販売はできなくなってい

ます。このため、県内で生産されたすべての米を対象に放射性セシウム

濃度を検査する「全量全袋検査」に取り組むこととなりました。必ず  

自家保有米・縁故米を含むすべての米袋を検査した上で、販売、譲渡、

消費くださるようお願いします。 

米米米米のののの全量全袋検査全量全袋検査全量全袋検査全量全袋検査のおのおのおのお願願願願いいいい 


